胎児の生活習慣病の素因形成に対するアミノ酸インバランスの影響 by 西谷, しのぶ et al.
DOHaD 研究 (ISSN 2187-2597) 



















妊娠 7 日目の Wistar ラット雌性に対して下記 4 種類の実験食を妊娠後期 14 日間および









量は CM 群および CMS 群で低値を示した。さらに血中および乳汁中の遊離アミノ酸濃度は、





は CM 群で有意な低値を示した。	 
高脂肪食を 8 週間負荷した仔獣に関して CM 群では、高血圧、高脂血症を認め、CMS 群では
高血圧を認めた。	 
	 
【結論】	 
アミノ酸インバランスによって、母獣の栄養不良に由来する低出生体重が起こり、生活習
慣病の素因が形成されることが明らかとなった。	 
また、アミノ酸インバランスを是正することによって低出生体重および生活習慣病の素因
形成を抑制できる可能性が考えられた。	 
	 
